
事後評価結果（令和４年度） 
                           担 当 課：東北地方整備局 道路計画第一課 
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事業名 
 

 

東北中央自動車道 福島
ふくしま

～米沢
よねざわ

 

事業 

区分 

 

高速自動車国道 

事業 

主体 

国土交通省 
東北地方整備局 

起終点 
 

 自：福島県福島
ふくしま

市笹谷
さ さ や

字上畑
かみはた

 

 至：山形県米沢
よねざわ

市万世
ばんせい

町
ちょう

桑山
くわやま

 

延長 
 

 
２８．０km

事業概要  
東北中央自動車道は、福島県相馬市を起点として福島市、山形県米沢市、山形市等を経て秋田県横手市で

東北横断自動車道釜石秋田線に連結する高速自動車国道である。 

福島～米沢間は、東北中央自動車道の一部を形成し、福島県福島市から山形県米沢市に至る延長28.0km、

2車線の自動車専用道路である。 
事業の目的・必要性  

東北中央自動車道（福島～米沢）は、現道の渋滞緩和・事故減少、災害時における道路ネットワークの信

頼性向上、高次救急医療の支援、観光振興の支援・交流人口の拡大、新規企業立地・雇用創出による地域経

済の活性化を目的とした東北中央自動車道の一部を構成する事業である。 

事業概要図  
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事業期間 
 

事 業 化 年 度平成10年度 用 地 着 手平成13年度 供用年 
(暫定/完成) 

(当初) －/H28年度 変 
動 

 
1.1倍都 市 計 画 決 定 平成12年度 

（変更） 工 事 着 手平成16年度 (実績) －/H29年度 

事業費 
 

計画時 
(暫定/完成) 

(名目値)  －/ 1,549億円 実 績 
(暫定/完成) 

(名目値)  －/ 1,403億円 変 
動 

 
0.9倍(実質値)  －/ 2,446億円 (実質値)      －/ 1,418億円 

交通量 
(当該路線) 

計画時 
(暫定/完成) 

（H20） 

－/14,400台/日 
実 績 
(暫定/完成) 

（R4） 

－/10,100台/日 
変

動 
 

70％

旅行速度向上 
(供用前現道→当該路線) 

    51.9   →   75.9 km/h 

(供用直前年次)27年度      (供用後年次)4年度 
交通事故減少 
(供用前現道→供用後現道) 

     20.0     →  5.6件/億台キロ 
  (供用直前年次) H25-H27年     (供用後年次) H30-R2年 

費用対効果

分析結果 
（再評価） 
 

Ｂ／Ｃ  総費用  1,421億円 総便益  1,819億円 基準年  
 
１．３ 

事 業 費：1,367億円 
維持管理費：00054億円 

走行時間短縮便益：1,444億円 
走行経費減少便益：00301億円 
交通事故減少便益：00074億円 

平成２０年 
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費用対効果

分析結果 

（事後） 

 

Ｂ／Ｃ  総費用  2,345億円 総便益  3,058億円 基準年     
 

１．３ 

 

事 業 費：2,174億円 
維持管理費：00171億円 

走行時間短縮便益：2,472億円 
走行経費減少便益：00504億円 
交通事故減少便益：00081億円 

令和４年 
 

 
事業遅延による 
コスト増 

費用増加額  便益減少額  
－ 億円 － 億円

事業遅延の理由  
・特になし 

交通量変動の理由  

・計画時は、フルネットワークで完成した条件で推計しているが、実績は東北中央自動車道全線が開通

していないため、交通量に変動が生じたものと考えられる。 
客観的評価指標に対応する事後評価項目  
① 円滑なモビリティの確保 

・第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上の状況 

（米沢市万世町→仙台空港 整備前：105分⇒整備後：92分） 

② 国土・地域ネットワークの構築 

・当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する 

（福島市～米沢市 整備前：60分 ⇒整備後：45分（福島飯坂IC経由）） 

※整備後は米沢八幡原IC～米沢北ICの効果も含む 

③ 個性ある地域の形成 

・主要な観光地へのアクセス向上による効果 

 （米沢市～飯坂温泉（福島市）整備前：49分⇒整備後：41分） 

 （福島市～松が岬公園（米沢市）整備前：65分⇒整備後：54分） 

※整備後は米沢八幡原IC～米沢北ICの効果も含む 

④ 災害への備え 

・並行区間等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間の代替路線を形成する 

（事前通行規制区間：福島市飯坂町中野字爼石～米沢市万世町刈安字赤浜（L=19km）） 

他９項目に該当

その他評価すべきと判断した項目  
・特になし 

事 
業 
に 
よ 
る 
環 
境 
変 
化 

環境影響評価に対応する項目  
・特になし 

その他評価すべきと判断した項目  
・特になし 

事業評価監視委員会の意見  
・「今後の事後評価及び改善措置の必要性はない」という対応方針（案）は妥当である。 

事業を巡る社会経済情勢等の変化   
○高規格幹線道路の整備状況 

・東北中央自動車道（福島～横手） 

 平成26年11月 尾花沢新庄道路全線開通 

 平成28年11月 院内道路開通 

 平成30年4月 大石田村山IC～尾花沢IC開通 

平成31年3月 東根IC～東根北IC開通 

平成31年4月 南陽高畠IC～山形上山IC開通 

令和3年12月 村山本飯田IC～大石田村山IC開通 

令和4年10月 東根北IC～村山本飯田IC開通 

令和4年11月 泉田道路開通 

今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性     
・事業の目的に対する効果を概ね発現しており、現時点では今後の事後評価及び改善措置の必要性はない。 

計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性  
・当該事業の整備目的について効果発現を確認できており、事業評価手法の見直しの必要性はない。 

特記事項  
・特になし 
※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 


